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水素を安全に使うために：
水素材料先端科学研究センターの取り組み

2023年9月4日（月）

松永 久生 1,2

1九州大学大学院 工学研究院 機械工学部門

2九州大学 水素材料先端科学研究センター（HYDROGENIUS）

未来社会デザイン統括本部＆データ駆動イノベーション推進本部 合同シンポジウム2023
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脱炭素・水素社会実現に向けて

Fossil Fuels

OILGAS

COAL H2

Hydrogen station Fuel cell vehicle (FCV)
Ref.) http://www.iwatani.co.jp

http://toyota.jp
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NEDO燃料電池・水素技術開発ロードマップの例（2023年2月公開分から抜粋）

水素社会において安全性と経済性を両立させるために

 国内規格・基準の合理的な見直し

 相互認証の拡充に向けた国際基準調和（国連，ISO, etc.）
 基礎的知見・データの蓄積

が求められている．
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水素の貯蔵・供給システムと燃料電池自動車

 高圧水素ガス中の金属材料，高分子材料，摩擦材料の特性，
および水素の熱物性の研究

 基本原理探求と試験データ蓄積を行い，産業界、規制見直し，
国際標準化などに提供

 水素社会における機器の信頼性，安全性，経済性の向上へ
の貢献

配管 シール バルブ 蓄圧器圧縮機継手

水素脆化：水素は多くの金属
の強度を低下させる

水素は樹脂／ゴムに侵入し
てシールの損傷を起こす

水素は材料の摩擦
摩耗に影響する

ガスの熱物性は高圧
で著しく変化する

70 MPa H2

高圧水素に適した材料の選択・開発
と機器設計

金属材料 トライボロジー 水素ガスの熱物性高分子材料

水素材料先端科学研究センター



沿革

2006-2012年度 「水素先端科学基礎研究事業」（NEDO）
2006年 5月 九州大学・産総研包括連携協定締結
2006年 7月 (独)産業技術総合研究所・水素材料先端科学研究センター 設立

ー通称 HYDROGENIUS
2007年11月 水素材料先端科学研究センター実験棟（HY10）開所

2013-2017年度 「水素利用技術研究開発事業｣（NEDO）
2013年 4月 九州大学・水素材料先端科学研究センター 設立

安全評価研究部門新設、産総研水素材料先端科学連携研究体との連携
2017年 1月 産総研・九大 水素材料強度ラボラトリ 開所

2018-2022年度 「超高圧水素インフラ本格普及技術開発事業」（NEDO）

2023年 4月 国際連携研究部門新設
2023-2027年度 「競争的な水素サプライチェーン構築に向けた技術開発事業」（NEDO）

Back to the Basics

Basic to Practice

●世界で唯一の一貫した水素集中拠点の形成
●企業と連携し、国の施策を支える恒久的な世界的拠点
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研究体制

金属材料

高分子

トライボロジー

安全

物性

国際連携

研究部門 104名 (2023年4月)

教授 10
准教授 5
助教 3
非常勤講師 1
学術研究員 4
技術専門職員 2
テクニカルスタッフ 23
事務 7
学生 49

教授 松永 久生

センター長

教授 澤江 義則

副センター長 副センター長

教授 西村 伸


Sheet1

		職員・スタッフ ショクイン																																										学生 ガクセイ

		氏名１ シ メイ		氏名２ シ メイ		氏名３ シ メイ		氏名４ シ メイ		氏名５ シ メイ		氏名６ シ メイ		氏名７ シ メイ		氏名８ シ メイ		氏名９ シ メイ		氏名１０ シ メイ		氏名１１ シ メイ		氏名１２ シ メイ		氏名１３ シ メイ		氏名１４ シ メイ		氏名１５ シ メイ		氏名１６ シ メイ		氏名１７ シ メイ		氏名１８ シ メイ		氏名１９ シ メイ		氏名２０ シ メイ		氏名２７ シ メイ		研修生01 ケンシュウセイ		研修生02 ケンシュウセイ		研修生03 ケンシュウセイ		研修生04 ケンシュウセイ		研修生05 ケンシュウセイ		研修生06 ケンシュウセイ		研修生07 ケンシュウセイ		研修生08 ケンシュウセイ		研修生09 ケンシュウセイ		研修生10 ケンシュウセイ		研修生11 ケンシュウセイ		研修生12 ケンシュウセイ		研修生13 ケンシュウセイ		研修生14 ケンシュウセイ		研修生15 ケンシュウセイ		研修生16 ケンシュウセイ		研修生17 ケンシュウセイ		研修生18 ケンシュウセイ		研修生19 ケンシュウセイ		研修生20 ケンシュウセイ		研修生21 ケンシュウセイ		研修生22 ケンシュウセイ		研修生23 ケンシュウセイ

		西村伸 ニシムラ シン		藤原広匡 フジワラ ヒロ マサ		葛西 昌弘		澁谷光夫 シブタニ ミツオ		小野　皓章		大山　恵子		泉　　義徳 イズミ ヨシノリ		田中史浩 タナカ シ ヒロシ		小野美帆 オノ ミホ		松崎歌織 マツザキ カオリ		林　
愛莉 ハヤシ エリ		李
受映 リ ウ ハ		米田毅彦 ヨネダ タケヒコ		小林栄次 コバヤシ エイジ																落合拓哉 オチアイ タクヤ		堂森
公太 ドウモリ コウタ		馬場悟 ババ サトル		西川龍 ニシカワ リュウ		喜納　大生 キナ ダイ セイ		長田　志貫 オサダ ココロザシ カン		江本　怜士郎 エモト レイ シロウ

		杉村　丈一 スギムラ ジョウ イチ		澤江　義則 サワ エ ヨシノリ		八木　和行 ヤギ カズユキ		田中　宏昌 タナカ ヒロマサ		森田　健敬 モリタ ケン ケイ		渡辺　秀樹 ワタナベ ヒデキ		土井　俊一郎 ドイ シュンイチロウ		黒野　好恵 クロノ ヨシエ		黒澤真希 クロサワ マキ		堀　　康典 ホリ ヤスノリ																								陳 乾		本田　悠		椎原　稜太		岡　泰生		関　浩倫		古庄　和真		清水　康成		友納　優太 トモノウ ユウタ		鶴　貴哉 ツル タカヤ		土井　大樹 ドイ ヒロキ		石井康太郎 イシイ コウタロウ		池上　大成		新盛　弘法		原　和世		緒方　寛人		 川上　駿		佐藤　巧		藤井
勇人

		松永　久生 マツナガ ヒサオ				濱田　繁		高桑
脩 タカクワ オサム		小川祐平 オガワ ユウヘイ		清水恭 シミズ ヤスシ		中村眞実 ナカムラマミ		山岡　祐樹 ヤマオカ ユウキ		池田直人 イケダ ナオト		内山豊司 ウチヤマ ユタカ ツカサ		大隅達弥 オオスミ タツヤ		亀井信夫 カメイ ノブオ		川添　康 カワゾエ ヤスシ		副島孝 ソエジマ タカシ		松尾　りつこ		山口　剛 ヤマグチ タケシ		吉田聡子 ヨシダ サトコ		坂本　麻由美 サカモト マユミ		山地志津穂 ヤマジ シズ ホ		里屋和彦 サト ヤ カズヒコ		二宮香里 ニノミヤ カオリ		Adeyinka　Abass		パク サンチョﾙ		Timothee Redarce		森山潤一郎		奥田　敬美		山内　崇史		西村　貴輝		石井悠太郎		竹中修平		岡野響 オカノ ヒビキ		長田尚之 オサダ ナオユキ		藤田洸 フジタ タケシ		平川侃樹 ヒラカワ キ		鈴木弦 スズキ ゲン		岩野竜也 イワノ タツヤ		小倉空大		栗山和大		福石涼太		松元竣平		深津佑人		大澤遼佑 オオサワ リョウスケ		松尾大輝 マツオ ヒロキ		野妻快成 ノ ツマ カイ セイ

		尾上清明 オノウエ キヨアキ		太田幹雄 オオタ ミキオ		田中民江 タナカ タミエ		岩辻ノリ子		岡部敬子 オカベ ケイコ		白井智子 シライ トモコ		髙城幸恵 タカ シロ ユキエ

		河野正道 コウノ マサミチ		迫田直也 サコダナオヤ																																								田頭
大飛 タガシラ ダイ ト









Sheet5





Sheet4

								対外向け(和名) タイガイム ワメイ		対外向け(英名) タイガイム エイメイ		人数 ニンズウ

		Pol		西村伸 ニシムラ シン		教授 キョウジュ		教授 キョウジュ		Professor						教授 キョウジュ		10

		TRI		杉村　丈一 スギムラ ジョウ イチ		教授 キョウジュ		教授 キョウジュ		Professor						准教授 ジュンキョウジュ		5

		TRI		澤江　義則 サワ エ ヨシノリ		教授 キョウジュ		教授 キョウジュ		Professor						助教 ジョキョウ		3

		TRI		八木　和行 ヤギ カズユキ		教授 キョウジュ		教授 キョウジュ		Professor						非常勤講師 ヒジョウキンコウシ		1
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		FF		中村眞実 ナカムラマミ		特任准教授 トクニンジュンキョウジュ		准教授 ジュンキョウジュ		Associate Professor		5				非常勤講師 ヒジョウキン コウシ		1
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		TRI		土井　俊一郎 ドイ シュンイチロウ		技術専門職員 ギジュツ センモン ショクイン		テクニカルスタッフ		Technical Staff
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		Pol		李
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		Pol		泉　　義徳 イズミ ヨシノリ		TS		テクニカルスタッフ		Technical Staff

		Pol		田中史浩 タナカ シ ヒロシ		TS		テクニカルスタッフ		Technical Staff

		Pol		小野美帆 オノ ミホ		TS		テクニカルスタッフ		Technical Staff
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		TRI		堀　　康典 ホリ ヤスノリ		TS		テクニカルスタッフ		Technical Staff
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		FF		吉田聡子 ヨシダ サトコ		TS		テクニカルスタッフ		Technical Staff

		FF		坂本　麻由美 サカモト マユミ		TS		テクニカルスタッフ		Technical Staff

		FF		山地志津穂 ヤマジ シズ ホ		TS		テクニカルスタッフ		Technical Staff		23

		FF		里屋和彦 サト ヤ カズヒコ		TS		事務 ジム		Administrative

		FF		二宮香里 ニノミヤ カオリ		AD		事務 ジム		Administrative

		JIMU		田中民江 タナカ タミエ		TS		事務 ジム		Administrative

		JIMU		岩辻ノリ子		TS		事務 ジム		Administrative

		JIMU		岡部敬子 オカベ ケイコ		TS		事務 ジム		Administrative

		JIMU		白井智子 シライ トモコ		TS		事務 ジム		Administrative

		JIMU		髙城幸恵 タカ シロ ユキエ		TS		事務 ジム		Administrative		7

		Pol		落合拓哉 オチアイ タクヤ		Student		学生 ガクセイ		Student

		Pol		堂森
公太 ドウモリ コウタ		Student		学生		Student

		Pol		馬場悟 ババ サトル		Student		学生		Student

		Pol		西川龍 ニシカワ リュウ		Student		学生		Student

		Pol		喜納　大生 キナ ダイ セイ		Student		学生		Student

		Pol		長田　志貫 オサダ ココロザシ カン		Student		学生		Student

		Pol		江本　怜士郎 エモト レイ シロウ		Student		学生		Student

		TRI		陳 乾		Student		学生		Student

		TRI		本田　悠		Student		学生		Student

		TRI		椎原　稜太		Student		学生		Student

		TRI		岡　泰生		Student		学生		Student

		TRI		関　浩倫		Student		学生		Student

		TRI		古庄　和真		Student		学生		Student

		TRI		清水　康成		Student		学生		Student

		TRI		友納　優太 トモノウ ユウタ		Student		学生		Student

		TRI		鶴　貴哉 ツル タカヤ		Student		学生		Student

		TRI		土井　大樹 ドイ ヒロキ		Student		学生		Student

		TRI		石井康太郎 イシイ コウタロウ		Student		学生		Student

		TRI		池上　大成		Student		学生		Student

		TRI		新盛　弘法		Student		学生		Student

		TRI		原　和世		Student		学生		Student

		TRI		緒方　寛人		Student		学生		Student

		TRI		 川上　駿		Student		学生		Student

		TRI		佐藤　巧		Student		学生		Student

		TRI		藤井
勇人		Student		学生		Student

		FF		Adeyinka　Abass		Student		学生		Student

		FF		Timothee Redarce		Student		学生		Student

		FF		岩野竜也 イワノ タツヤ		Student		学生		Student

		FF		大澤遼佑 オオサワ リョウスケ		Student		学生		Student

		FF		岡野響 オカノ ヒビキ		Student		学生		Student

		FF		長田尚之 オサダ ナオユキ		Student		学生		Student

		FF		鈴木弦 スズキ ゲン		Student		学生		Student

		FF		野妻快成 ノ ツマ カイ セイ		Student		学生		Student

		FF		パク サンチョﾙ		Student		学生		Student

		FF		平川侃樹 ヒラカワ キ		Student		学生		Student

		FF		藤田洸 フジタ タケシ		Student		学生		Student

		FF		松尾大輝 マツオ ヒロキ		Student		学生		Student

		FF		奥田　敬美		Student		学生		Student

		FF		栗山和大		Student		学生		Student

		FF		山内　崇史		Student		学生		Student

		FF		小倉空大		Student		学生		Student

		FF		松元竣平		Student		学生		Student

		FF		森山潤一郎		Student		学生		Student

		FF		深津佑人		Student		学生		Student

		FF		西村　貴輝		Student		学生		Student

		FF		石井悠太郎		Student		学生		Student

		FF		竹中修平		Student		学生		Student

		FF		福石涼太		Student		学生		Student

		TP		田頭
大飛 タガシラ ダイ ト		Student		学生		Student		49





教職員

		令和４年度高圧ガス利用者講習会受講完了者名簿（教職員） レイワ ネンド コウアツ リヨウシャ コウシュウカイ ジュコウ カンリョウ シャ メイボ キョウショクイン

		3		工学研究院 コウガクケンキュウイン		機械工学部門 キカイコウガクブモン		教授 キョウジュ		濱田　繁 ハマダ シゲル		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		4		工学研究院 コウガクケンキュウイン		機械工学部門 キカイコウガクブモン		教授 キョウジュ		澤江　義則 サワエ ヨシノリ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		5		工学研究院 コウガクケンキュウイン		機械工学部門 キカイコウガクブモン		教授 キョウジュ		西村　伸 ニシムラ シン		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		7		工学研究院 コウガクケンキュウイン		機械工学部門 キカイコウガクブモン		教授 キョウジュ		河野　正道 コウノ マサ ミチ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		12		水素材料先端科学研究センター		金属材料部門 キンゾクザイリョウ ブモン		特任教授（学術研究員） トクニン キョウジュ ガクジュツ ケンキュウ イン		清水　恭 シミズ ヤスシ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		13		工学研究院 コウガクケンキュウイン		機械工学部門 キカイコウガクブモン		准教授 ジュンキョウジュ		鎗光　清道 ヤリミツ セイドウ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		14		工学研究院 コウガクケンキュウイン		機械工学部門 キカイコウガクブモン		准教授 ジュンキョウジュ		迫田　直也 サコダ ナオヤ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		15		工学研究院 コウガクケンキュウイン		機械工学部門 キカイコウガクブモン		准教授 ジュンキョウジュ		八木　和行 ヤギ カズユキ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		17		工学研究院 コウガクケンキュウイン		機械工学部門 キカイコウガクブモン		准教授 ジュンキョウジュ		髙桑　脩 タカクワ オサム		水素材料先端科学研究センター		4/28

		18		水素材料先端科学研究センター		高分子材料部門 コウブンシ ザイリョウ ブモン		准教授 ジュンキョウジュ		藤原　広匡 フジワラ ヒロ タダ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		22		水素材料先端科学研究センター		金属材料部門 キンゾクザイリョウ ブモン		特任准教授（学術研究員） トクニン ジュンキョウジュ ガクジュツケンキュウイン		中村　眞実 ナカムラ マコト ミ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		24		工学研究院 コウガクケンキュウイン		機械工学部門 キカイコウガクブモン		助教 ジョキョウ		森田　健敬 モリタ ケン ケイ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		25		工学研究院 コウガクケンキュウイン		機械工学部門 キカイコウガクブモン		助教 ジョキョウ		田中　宏昌 タナカ ヒロ マサ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		27		工学研究院 コウガクケンキュウイン		機械工学部門 キカイコウガクブモン		助教 ジョキョウ		小川　祐平 オガワ ユウヘイ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		28		工学研究院 コウガクケンキュウイン		機械工学部門 キカイコウガクブモン		助教 ジョキョウ		喜多　由拓 キタ ユウ タク		水素材料先端科学研究センター		4/28

		29		工学研究院 コウガクケンキュウイン		機械工学部門 キカイコウガクブモン		助教 ジョキョウ		藤原　比呂 フジハラ ヒロ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		37		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		高分子材料部門 コウブンシ ザイリョウ ブモン		学術研究員 ガクジュツ ケンキュウイン		大山　恵子 オオヤマ ケイコ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		38		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料研究部門 キンゾク ザイリョウ ケンキュウ ブモン		学術研究員 ガクジュツケンキュウイン		山岡　祐樹 ヤマオカ ユウキ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		39		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料研究部門 キンゾク ザイリョウ ケンキュウ ブモン		学術研究員 ガクジュツケンキュウイン		池田　直人 イケダ ナオト		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		41		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ				学術研究員 ガクジュツ ケンキュウイン		尾上　清明 オノウエ キヨアキ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		46		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		高分子材料部門 コウブンシ ザイリョウ ブモン		学術研究員 ガクジュツ ケンキュウイン		澁谷　光夫 シブタニ ミツオ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		47		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		高分子材料部門 コウブンシ ザイリョウ ブモン		学術研究員 ガクジュツ ケンキュウイン		小野　皓章 オノ ヒロシ ショウ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		48		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		高分子材料部門 コウブンシ ザイリョウ ブモン		学術研究員 ガクジュツ ケンキュウイン		葛西　昌弘 カサイ マサヒロ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		49		工学部技術部 コウガクブ ギジュツ ブ		計測・分析技術室 ケイソク ブンセキ ギジュツ シツ		技術専門職員 ギジュツセンモンショクイン		渡辺　秀樹 ワタナベ ヒデキ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		51		工学部技術部 コウガクブ ギジュツ ブ		計測・分析技術室 ケイソク ブンセキ ギジュツ シツ		技術専門職員 ギジュツセンモンショクイン		土井　俊一郎 ドイ シュンイチロウ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		54		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		高分子材料部門 コウブンシ ザイリョウ ブモン		テクニカルスタッフ		田中　史浩 タナカ フミヒロ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		55		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		高分子材料部門 コウブンシ ザイリョウ ブモン		テクニカルスタッフ		泉　義徳		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		56		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料研究部門 キンゾク ザイリョウ ケンキュウ ブモン		テクニカルスタッフ		山口　剛 ヤマグチ タケシ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		57		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料研究部門 キンゾク ザイリョウ ケンキュウ ブモン		テクニカルスタッフ		坂本　麻由美 サカモト マユミ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		58		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料研究部門 キンゾク ザイリョウ ケンキュウ ブモン		テクニカルスタッフ		山地　志津穂 ヤマ チ ココロザシ ツ ホ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		59		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		高分子材料部門 コウブンシ ザイリョウ ブモン		テクニカルスタッフ		松崎　歌織 マツザキ ウタ オリ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		60		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料研究部門 キンゾク ザイリョウ ケンキュウ ブモン		テクニカルスタッフ		内山　豊司 ウチヤマ トヨシ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		61		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ				テクニカルスタッフ		黒澤　真希 クロサワ マキ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		62		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ				テクニカルスタッフ		岩辻　ノリ子 イワツジ コ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		63		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ				テクニカルスタッフ		白井　智子 シライ トモコ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		66		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ				テクニカルスタッフ		太田　幹雄 オオタ ミキオ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		68		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		高分子材料部門 コウブンシ ザイリョウ ブモン		テクニカルスタッフ		小野　美帆 オノ ミホ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		69		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料研究部門 キンゾク ザイリョウ ケンキュウ ブモン		テクニカルスタッフ		川添　康 カワゾエ ヤスシ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		70		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料研究部門 キンゾク ザイリョウ ケンキュウ ブモン		テクニカルスタッフ		松尾　りつこ マツオ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		71		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料研究部門 キンゾク ザイリョウ ケンキュウ ブモン		テクニカルスタッフ		吉田　聡子 ヨシダ サトコ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		72		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料研究部門 キンゾク ザイリョウ ケンキュウ ブモン		テクニカルスタッフ		里屋　和彦 サト ヤ カズヒコ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		73		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料研究部門 キンゾク ザイリョウ ケンキュウ ブモン		テクニカルスタッフ		亀井　信夫 カメイ ノブオ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		74		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料研究部門 キンゾク ザイリョウ ケンキュウ ブモン		テクニカルスタッフ		副島　孝 ソエジマ タカシ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		75		カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所 コクサイ ケンキュウ ショ		物質変換科学ユニット ブッシツヘンカンカガク		テクニカルスタッフ		熊谷　唯 クマガエ ユイ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		76		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウ センタンカガク ケンキュウ				テクニカルスタッフ		黒野　好恵 クロノ ヨシエ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		77		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウ センタンカガク ケンキュウ				テクニカルスタッフ		田中　民枝 タナカ タミエ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		78		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウ センタンカガク ケンキュウ				テクニカルスタッフ		高城　幸恵 タキ ユキエ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		79		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料研究部門 キンゾク ザイリョウ ケンキュウ ブモン		事務補佐員 ジム ホサ イン		二宮　香里 ニノミヤ カオ サト		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		80		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウ センタンカガク ケンキュウ				事務補佐員 ジムホサイン		岡部　敬子 オカベ ケイコ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		81		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		高分子材料部門 コウブンシ ザイリョウ ブモン		派遣 ハケン		李　受映 リ ウ ウツ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		82		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		高分子材料部門 コウブンシ ザイリョウ ブモン		派遣 ハケン		小林　栄次 コバヤシ エイジ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		83		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		高分子材料部門 コウブンシ ザイリョウ ブモン		派遣 ハケン		米田　毅彦 ヨネダ タケヒコ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		84		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		高分子材料部門 コウブンシ ザイリョウ ブモン		派遣 ハケン		林　愛莉 ハヤシ アイリ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		85		設計工学研究室 セッケイコウガク ケンキュウシツ				派遣 ハケン		堀　康典 ホリ ヤス テン		水素材料先端科学研究センター		5/9

		86		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料研究部門 キンゾク ザイリョウ ケンキュウ ブモン		派遣職員 ハケンショクイン		大隅　達弥 オオスミ タツヤ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		88		サーンエンジニアリング						畑原　計介 ハタハラ ケイスケ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		89		サーンエンジニアリング						佐々　睦夫 ササ ムツオ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		90		サーンエンジニアリング						萩原　清俊 ハギワラ キヨトシ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		91		サーンエンジニアリング						井上　吉勝 イノウエ ヨシカツ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		92		サーンエンジニアリング						古谷　光雄 フルヤ ミツオ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		93		サーンエンジニアリング						諸熊　正人 モロクマ マサト		水素材料先端科学研究センター		5/9

		95		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料部門 キンゾクザイリョウブモン		非常勤講師 ヒジョウキンコウシ		田中　佑弥 タナカ ユウヤ		水素材料先端科学研究センター		5/12

		96		工学研究院		 機械工学部門		教授		杉村　丈一 スギムラ ジョウイチ		水素材料先端科学研究センター		5/17

		98		高圧ガス保安管理室 コウアツ ホアンカンリシツ				構内業者 コウナイギョウシャ		船田　謙治 フネタ ケンジ		水素材料先端科学研究センター		7/12

		100		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタン カガク ケンキュウ		金属材料部門 キンゾクザイリョウブモン		テクニカルスタッフ		井手　敏博 イデ トシヒロ		水素材料先端科学研究センター		8/1







学生

		令和４年度高圧ガス利用者講習会受講完了者名簿（学生） レイワ ネンド コウアツ リヨウシャ コウシュウカイ ジュコウ カンリョウ シャ メイボ ガクセイ

		17		工学部 コウガクブ		機械航空工学専攻 センコウ		学部4年 ガクブ ネン		長田　志貫		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		18		工学府 コウガクフ		水素エネルギーシステム専攻 センコウ		修士1年 シュウシ ネン		西川　龍 ニシカワ リュウ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		19		工学府 コウガクフ		水素エネルギーシステム専攻 センコウ		修士1年 シュウシ ネン		喜納　大生		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		20		工学部 コウガクブ		機械航空工学科機械工学コース キカイ コウクウ コウガッカ キカイコウガク		学部4年 ガクブ ネン		野妻　快成		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		21		工学府 コウガク フ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		修士2年 シュウシ ネン		石井　悠太郎 イシイ ユウタロウ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		22		工学府 コウガク フ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		修士2年 シュウシ ネン		竹中　修平 タケナカ シュウヘイ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		23		工学府 コウガク フ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		博士1年 ハカセ ネン		森山　潤一朗 モリヤマ ロウ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		24		工学府 コウガクフ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		修士1年 シュウシ ネン		岩野　竜也 イワノ タツヤ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		25		工学府 コウガクフ		工学府水素エネルギーシステム専攻 コウガクフ スイソ センコウ		修士1年 シュウシ ネン		岡野　響 オカノ ヒビキ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		26		工学府 コウガクフ		工学府水素エネルギーシステム専攻 コウガクフ スイソ センコウ		修士1年 シュウシ ネン		平川　侃樹 ヒラカワ カン ジュ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		27		工学府 コウガク フ		水素エネルギーシステム専攻 スイソ センコウ		修士2年 シュウシ ネン		山内　崇史 ヤマウチ タカシ フミ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		28		工学部 コウガクブ		機械航空工学科 キカイ コウクウ コウガク カ		学部4年 ガクブ ネン		小出　尚寛 コイデ ナオ ヒロシ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		29		工学府 コウガクフ		機械工学専攻 キカイコウガクセンコウ		修士1年 シュウシ ネン		梅﨑　駿佑		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		30		工学部 コウガクブ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		学部4年 ガクブ ネン		Umer　Sadiq(サディク　ウメル)		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		31		工学府 コウガクフ		工学部・水素エネルギーシステム専攻 コウガク ブ スイソ センコウ		修士1年 シュウシ ネン		岡田　太一 オカダ タイチ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		32		工学部 コウガクブ		機械航空工学科 キカイコウクウコウガクカ		学部4年 ガクブ ネン		土井　大樹		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		33		工学部 コウガクブ		機械航空工学科 キカイコウクウコウガクカ		学部4年 ガクブ ネン		鶴　貴哉 ツル タカヤ		水素材料先端科学研究センター スイソ ザイリョウ センタンカガクケンキュウ		4/21

		39		工学府 コウガク フ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		博士3年 ハカセ ネン		Zhang　Nan		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/22

		45		工学部 コウガクブ		機械工学コース キカイコウガク		学部4年 ガクブ ネン		松尾　大輝 マツオ ダイキ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		46		工学部 コウガクブ		機械工学コース キカイコウガク		学部4年 ガクブ ネン		大澤　遼佑 オオサワ リョウ スケ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		47		工学部 コウガクブ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		学部4年 ガクブ ネン		田頭　大飛 タガシラ ダイ ト		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		48		工学府 コウガク フ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		修士2年 シュウシ ネン		池上　大成 イケガミ タイセイ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		58		工学府 コウガクフ		工学府水素エネルギーシステム専攻 コウガクフ スイソ センコウ		修士1年 シュウシ ネン		藤田　洸 フジタ タケシ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		59		工学府 コウガクフ		工学府水素エネルギーシステム専攻 コウガクフ スイソ センコウ		修士1年 シュウシ ネン		長田　尚之 オサダ ナオユキ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		60		工学府 コウガク フ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		博士2年 ハカセ ネン		佐藤　巧 サトウ タクミ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		61		工学府 コウガク フ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		修士2年 シュウシ ネン		緒方　寛人 オガタ ヒロト		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		62		工学府 コウガク フ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		修士2年 シュウシ ネン		岡　泰生 オカ タイセイ		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/25

		71		工学部 コウガクブ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		学部4年 ガクブ ネン		江本　怜士郎 エモト レイ シロウ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		72		工学府 コウガク フ		水素エネルギーシステム専攻 センコウ		修士2年 シュウシ ネン		堂森　公太 ドウモリ コウタ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		73		工学府 コウガク フ		水素エネルギーシステム専攻 センコウ		修士2年 シュウシ ネン		馬場　悟 ババ サトル		水素材料先端科学研究センター		4/27

		74		工学部 コウガクブ		機械航空工学科 キカイコウクウコウガッカ		学部4年 ガクブ ネン		小倉　空大 オグラ ソラ ダイ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		75		工学部 コウガクブ		機械航空工学科 キカイコウクウコウガッカ		学部4年 ガクブ ネン		栗山　和大 クリヤマ カズヒロ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		76		工学部 コウガクブ		機械航空工学科 キカイコウクウコウガッカ		学部4年 ガクブ ネン		深津　佑人 フカツ ユウト		水素材料先端科学研究センター		4/27

		77		工学部 コウガクブ		機械航空工学科 キカイコウクウコウガッカ		学部4年 ガクブ ネン		福石　涼太 フクイシ リョウタ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		78		工学部 コウガクブ		機械航空工学科 キカイコウクウコウガッカ		学部4年 ガクブ ネン		松元　竣平 マツモト シュン ヘイ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		79		工学府 コウガク フ		機械工学専攻 キカイコウガクセンコウ		修士2年 シュウシ ネン		和田　健太郎 ワダ ケンタロウ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		80		工学府 コウガク フ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		博士3年 ハカセ ネン		新盛　弘法 シンモリ ヒロノリ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		81		工学府 コウガク フ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		修士2年 シュウシ ネン		原　和世 ハラ カズヨ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		82		工学府 コウガクフ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		修士1年 シュウシ ネン		川上　駿 カワカミ シュン		水素材料先端科学研究センター		4/27

		83		工学部 コウガクブ		機械航空工学科 キカイ コウクウコウガッカ		学部4年 ガクブ ネン		石井　康太郎 イシイ コウタロウ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		84		工学府 コウガクフ		水素エネルギーシステム専攻 スイソ センコウ		修士1年 シュウシ ネン		関　浩倫 セキ コウ リン		水素材料先端科学研究センター		4/27

		85		工学府 コウガクフ		水素エネルギーシステム専攻 スイソ センコウ		修士1年 シュウシ ネン		古庄　和真 フルショウ カズマ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		86		工学府 コウガクフ		水素エネルギーシステム専攻 スイソ センコウ		修士1年 シュウシ ネン		清水　康成 シミズ ヤスナリ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		87		工学府 コウガクフ		水素エネルギーシステム専攻 スイソ センコウ		修士1年 シュウシ ネン		市丸　雅浩 イチマル ガ コウ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		88		工学府 コウガクフ		水素エネルギーシステム専攻 スイソ センコウ		修士1年 シュウシ ネン		城崎　皓太 ジョウザキ コウタ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		89		工学府 コウガクフ		水素エネルギーシステム専攻 スイソ センコウ		修士1年 シュウシ ネン		久野　由起		水素材料先端科学研究センター		4/27

		90		工学部 コウガクブ		機械航空工学科 キカイコウクウコウガクカ		学部4年 ガクブ ネン		友納　優太 トモノウ ユウタ		水素材料先端科学研究センター		4/27

		102		工学府 コウガク フ		水素エネルギーシステム専攻 センコウ		修士2年 シュウシ ネン		西村　貴輝 ニシムラ タカキ		水素材料先端科学研究センター		4/28

		103		工学部 コウガクブ		機械航空工学科 キカイコウクウコウガクカ		学部4年 ガクブ ネン		山本　俊暁		水素材料先端科学研究センター		4/28

		104		工学府 コウガク フ		水素エネルギーシステム専攻 スイソ センコウ		修士2年 シュウシ ネン		本田　悠		水素材料先端科学研究センター		4/28

		105		工学府 コウガク フ		機械工学専攻 キカイ コウガク センコウ		博士2年 ハカセ ネン		陳　乾 チン カン		水素材料先端科学研究センター		4/28

		106		工学部 コウガクブ		機械航空工学科		学部4年 ガクブ ネン		藤井　勇人		水素材料先端科学研究センター		4/28

		107		工学府 コウガク フ		機械工学専攻 キカイコウガクセンコウ		修士2年 シュウシ ネン		山下　透 ヤマシタ トオル		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/28

		108		工学府 コウガク フ		水素エネルギーシステム専攻 スイソ センコウ		修士2年 シュウシ ネン		椎原　稜太		水素材料先端科学研究センター スイソザイリョウセンタンカガクケンキュウ		4/28		４月末までの受講者学生108名 ガツマツ ジュコウシャ ガクセイ メイ

		109		工学府 コウガクフ		水素エネルギーシステム専攻		修士1年 シュウシ ネン		池澤　昂輝		水素材料 スイソザイリョウ		5/9

		112		工学府 コウガク フ		水素貯蔵システム研究室 スイソ チョゾウ ケンキュウシツ		博士１年 ハカセ ネン		TIMOTHEE　REDARCE		水素材料 スイソザイリョウ		5/18

		118		工学府 コウガク フ		機械工学専攻 キカイコウガクセンコウ		修士1年 シュウシ ネン		何　悦		水素材料 スイソザイリョウ		6/20

		119		工学院大学 コウガクイン ダイガク		大学院工学研究科化学応用学専攻機能高分子研究室 ダイガクインコウガクケンキュウカ カガク オウヨウガクセンコウ キノウコウブンシ ケンキュウシツ		学生 ガクセイ		伊藤　寛人 イトウ ヒロト		水素材料 スイソザイリョウ		8/2

		120		機械工学部門 キカイ コウガク ブモン		水素貯蔵システム研究室		特別研究生		KOREN　ERIK　AAS		水素材料先端科学研究センター		10/5
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水素関連研究の世界的拠点

世界に類を見ない
観察方法の採用

世界初となる

高温高圧水素物性データ
ベースの整備

世界で唯一の
一貫した水素集中研究施設

独自で開発した

唯一無二の装置群

1 2 0 MPa 水素環境疲労試験機を

世界で初めて運用。100MPa級の
試験機を６台保有

世界唯一の

水素トライボロジー
の系統的研究

水素機器設計の基盤となる
高圧水素トライボロジーデータベースを

世界に先駆けて整備

国際規格・標準化
に向けた戦略的取組み

国内外から研究者を結集し、
水素と材料に関わる先端的
な基礎研究を推進。

水素の世界的研究拠点

HYDROGENIUSは、高圧水素に関する基礎から応用まで一貫研究を行なう
世界最先端の研究施設・・・膨大な知識・設備・ノウハウ・人材の蓄積

高圧水素材料データ
を世界で初めて整備
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ドイツ フランス

米国 H-Mat 
program

中国

HySUT
一般社団法人 水素供給利用技術協会

宇宙航空研究開発機構

福岡水素エネルギー戦略会議
Fukuoka Strategy Conference for Hydrogen Energy

自動車メーカー
高圧水素機器メーカー
ホースメーカー
シール部材・材料メーカー
インフラメーカー，ステーションオーナー

SINTEF
ノルウェー

米国

（公財）水素エネルギー
製品研究試験センター

HYDROGENIUS 他機関との連携状況

韓国

・金属材料
・高分子材料
・トライボロジー
・水素物性

HYDROGENIUS ドイツ
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共同研究による製品実用化への貢献の例

市販の高圧水素用ひずみゲージ
共和電業

水素による金属箔の抵抗変化の解明

FCフォークリフト（産業競争力強化法）
豊田自動織機

SCM435製V1タイプ蓄圧器の設計

140MPa水素ガス圧力センサー
長野計器

圧力サイクル試験による強度評価

HP160製プレクーラー
岩谷産業

HP160とXM-19（HRX19）の
耐水素脆性の発見

高圧水素ディスペンサー
タツノ

コリオリ式流量計フローチューブの
設計

スマート水素ステーション
ホンダ

高圧水素中のチタン合金の強度特性評価
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Oリング
断面が円形の
トーラス型シー
ルデバイス
（ゴム製）

O-ring ハウジン
グ

Pmax(面圧) > P1(流体圧)でセルフシール成立

Tcs≥23C˚,tcs≥22h室温環境下で所定の
ひずみ量まで圧縮

温度Tcsで時間tcsの間圧縮状態を保持

室温で解放、30分後に厚
み計測，回復率算出

治具

試験片

圧縮永久ひずみ

 Oリングシール性能を評価する重要な指標の一つ
 材料設計のため，ポリマー種，加硫法，添加剤などの選

択・配合量との相関を把握することが重要

水素シール用Oリングゴム材料 配合設計（高分子研究部門）
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Oリング用ゴム材料の圧縮永久ひずみに関するデータマイニングと影響パラメータの抽出

奥本忠興ほか，日本ゴム協会誌，66, 748 (1993)

三宅泰治ほか，日本ゴム協会誌，
58, 728 (1985)

S8

DCP

白田孝ほか，高分子論文集，
64, 215 (2007)井本稔ほか，日本ゴム協会誌，

41, 1103 (1968)

架橋形態

架橋形態
共重合組成

共重合組成

配合
CB配合量

西亮輔，バルカー技報，40, 13 (2021)

Anja Kömmling et al, Polymer Testing, 56, 261 (2016) 西亮輔ほか，マテリアルライフ学会研究発表会，31, 18 (2020)

CS測定条件

ジエン構造
P K Pal et al, J Appl Polym. Sci., 28, 
3333 (1983)

水素シール用Oリングゴム材料 配合設計（高分子研究部門）
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 DCPD, ENB, VNBは訓練にも
評価にも使用していない、モデル
にとって未知のデータ

 高CS領域(20%以上)は
±4.3%ラインから大きく逸脱す
るものもあるが、それ以下の領域
では高精度で予測可能

+4.3%

-4.3%

人工ニューラルネットワークによる圧縮永久ひずみ予測

E, P, D = 0 ~ 100 (%)
ジエンタイプ=DCPD, ENB, VNB, 1,4-HD 
オイル = 0 ~ 150 (phr), DCP=1~10(phr), 
加硫温度:170˚C,
CB以外のフィラー＝0~150(phr), 
CB=ASTM330, 550, 772,
CB配合量=0 ~ 150 (phr), CS温度＝
150˚C, CS時間＝24h

得られた予測モデルを用いて約250万通りの配合についてCSを予測
予測データ
CS@150˚C

架橋剤(DCP)が多く、CBが少ないほどCSは小さく
なる予測結果→配合設計（レシピ）に活用

水素シール用Oリングゴム材料 配合設計（高分子研究部門）

ターゲット領域
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高圧水素インフラにおけるトライボロジー要素

水素発生 圧縮機 貯蔵容器 燃料電池自動車

ピストンリング／ライナー

ディスペンサー

動的シール、静的シール軸受 バルブなど、接触摺動部品

動的・静的シール用
高分子材料の最適化

転がり接触における水
素起因の損傷防止

低摩擦・低摩耗のトライボ
材料の最適化

メカニズムの理解と
データベース構築

機器の安全性・信頼性にかかわる
トライボ要素の設計

水素トライボロジー
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圧縮機ピストンリング材の摩耗とガスエミッション（トライボロジー研究部門）

高度雰囲気制御型摩擦試験機

目的 高圧水素ガス圧縮機に用いられるピストンリング材の摩
擦摩耗特性を評価すると共に、しゅう動に伴う硫化水素
の発生を実験的に確認し、その発生メカニズムの解明を
進める。

方法 ピン・オン・ディスク型高度雰囲気制御型摩擦試験機を
用い、高純度水素ガス雰囲気においてピストンリング材
のしゅう動試験を行い、雰囲気ガス中に放出される微量
成分（ガスエミッション、GE）をガスクロマトグラフ
質量分析計により分析する。

NEDO長寿命高圧水素シール部材・継手部材及び機器開発に関する研究開発（2018〜2022年度）
NEDO水素ステーション低コスト化・高度化基盤技術開発（2023年度〜）

【ピストンリング材の摩耗量とGE検出量】

• ピストンリング材に含まれるPPS樹脂が分解し
硫黄系およびベンゼン系GEが発生

• GE検出量とリング材摩耗量の間に線形な相関

PPS

PPS
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超高圧水素配管の継手締結部の漏洩防止に関する研究（トライボロジー研究部門）

継手ゆるみの理論解析

締付け後、圧縮下
のMises等価応力例
↓

FEM弾塑性非線形解析
継手要素試験装置

締付けや外力による継手
シール部の６分力を測定

６分力
計

供試体

z
y

超高圧継手要素試験装置

高圧水素ガス（90MPa）を
封入した状態で、外力負荷に
よるガス漏洩を計測

目的 継手のゆるみと接触界面での漏れ発生に及ぼ
す，施工時・運転時・メンテナンスにおける
配管の組付け精度，温度変化，圧力変化，振
動などの因子による影響を明らかにして継手
のゆるみのメカニズムを解明し、漏洩リスク
低減の指針を作成する。

方法 ・独自に開発した継手要素試験装置、超高圧

継手要素評価試験装置による種々の繰返し外
力負荷試験、および表面形状測定
・継手シール部のFEM弾塑性変形解析

NEDO長寿命高圧水素シール部材・継手部材及び機器開発に関する研究開発（2018〜2022年度）
NEDO水素ステーション低コスト化・高度化基盤技術開発（2023年度〜）
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Temperature : 20 ºC
Accumulator : 255 L (×3)
FCV tank : 100 L
Initial pressure of the tank : 5 MPa 

水素ステーションをはじめとする高圧水素インフラを対象として，最適な運用・
設計に必要不可欠な水素の熱物性値を100 MPaまで測定．

低温，高圧水素熱伝導率測定装置
（-40 ºC～常温，100 MPaまで）

圧力容器

白金細線：
直径 φ10 µm
長さ10 mm

装置全体

正確な熱物性値に基づき，水素ステーション全体を
対象として，各機器を流れる水素の温度，圧力を計
算することが可能なシミュレーションソフトを開発（ダ
イナミックシミュレーション）

開発したシミュレーション
ソフトの実行画面

熱物性計測

ダイナミックシミュレーションを開発

熱物性データ
ベースを開発

機器開発に必要不可欠な水素の熱物性値のデータベース構築（物性研究部門）
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米国NRELへ九大ダイナミックシミュレーションを譲渡し，バージョンアップ．

NRELのシミュレーションソフト

米国NRELとの共同研究（物性研究部門）
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1. FCバスやトラックを対象としたHeavy-Duty Vehicle (HDV)用の水素充
填プロトコルの開発．

2. プレクール冷凍設備に替わる新プロセス技術の開発（膨張タービン式
水素充填システムの開発）

ダイナミックシミュ
レーションや熱物性
データベースを用
いた精密な熱工学
的解析を通して，こ
れらを実現する．

実用化への貢献（物性研究部門）
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高圧水素ガス環境での金属材料の“水素脆化”とは？（金属材料研究部門）

大気中で引張破壊させた場合（ステンレス鋼SUS304）
カップアンドコーン破壊 = 延性破壊

Side view Top view
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超高圧水素ガス中（約1000気圧）で引張破壊させた場合（SUS304）
き裂の発生・進展を伴う特異な破壊

Side view Top view

高圧水素ガス環境での金属材料の“水素脆化”とは？（金属材料研究部門）
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NASA データベース （69 MPa H2中での引張試験）
Ex
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y
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ly

N
eg

lig
ib

ly

Carbon and low-alloy steels
γ-stainless steel

α- or α'-stainless steels
Aluminum, Copper, etc.

Trade-off between Safety and Cost

 Reasonable material selection and 
strength design are necessary.

Lower cost…
Higher strength…

Designer
perspective

 In general, low-susceptible materials 
is expensive but has low-strength.
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高圧ガス機器の強度設計

Design by Rule
(Safety factor: S = 3.5 ~ 4)

e.g. High Pressure Gas Safety Act (Japan)
• Material selection
• Determination of wall thickness based on 

stress analyses

Design by Analysis 
(Safety factor: S = 2.4 ~ 3)

e.g. ASME Sec.VIII Div. 3, KHK S 0220
• Material selection
• Determination of wall thickness based on 

stress analyses
• Analysis for LBB (Leak Before Break)
• Fatigue life analysis
• Fatigue crack growth analysis

Safety factor: S = 
σB

σallowable

KHK S 0220
(Based on ASME Section VIII. Div.3)

“KHK Standard for Pressure Equipments
containing Ultra High Pressure Gas” (The 
High Pressure Gas Safety Institute of Japan)

σY

σallowable
or
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SSRT testing

Smooth, round-bar specimen
with monotonic loading

・Tensile strength, TS
・Relative TS, RTS
・Reduction in area, RA
・Relative RA, RRA 

Fatigue crack growth testing

Fatigue-life testing

Smooth, round-bar specimen
with cyclic loading

・S–N data
・Fatigue limit, σw

・da/dN–ΔK data
・H-assisted FCG  
acceleration

Compact-tension specimen 
with cyclic loading

Fracture toughness testing

Compact-tension specimen 
with monotonic loading

・Fracture toughness,
KIC (air)

・Threshold K for H-
induced cracking, 
KI,H (hydrogen gas)

高圧水素環境での様々な材料試験

様々な力学試験による強度評価，材料選択・強度設計は機械屋の得意とするところ
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水素エネルギー関連
製品の製品試験事業

最高圧力 70MPa 115MPa 140MPa

試験温度 −20 ºC ~ RT RT −80 ºC ~ RT

九州大学

最高圧力 99 MPa 120 MPa 120 MPa 120 MPa 140 MPa 140 MPa

試験温度 −45 ~ 120 ºC −45 ~ 120 ºC −45 ~ 120 ºC −45 ~ 120 ºC RT ~ 300 ºC RT ~ 300 ºC

低圧～高圧，低温～高温，実用化に必要な条件に対応可能な試験機

高圧水素ガス材料試験設備（金属材料研究部門）

【参考】産業技術総合研究所 【参考】物質・材料研究機構 【参考】HyTReC

LH2

−253 ºC
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データベース構築，産業界への提供 （基準見直しと製品開発への貢献）
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高圧ガス保安協会
（KHK） [規制見直し]

石油エネルギー技術センター
（JPEC） [規制見直し]

一般社団法人水素供給
利用技術協会（HySUT)
[水素インフラ整備推進]

自動車企業
水素インフラ関連企業

[水素ステーション建設・特認]

規制見直し・使用材料拡大作業

水素ステーション設置
のための特認取得

HYDROGENIUS
材料強度データベース

・SSRT特性
・疲労寿命特性
・疲労き裂進展特性
・水素拡散特性

SUS316(hi-Ni), SUS304, 
SUS316, SUS316L, SUH660,
XM-19 (HRX19), 6061-T6, 
SCM435, SNCM439, etc.

FCVと水素ステーションの
低コスト化

246冊

水素ステーション建設の本格化で
インフラ企業への提供が急増

国際貢献
IPHEラウンド
ロビンテストへ
のコメント

年度

全109冊，総ページ数：約2700頁，提供総数：約3,600件

水素構造材料データベース提供件数(累計)

件
数
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データ科学活用による
新しいアプローチが不可欠

金属材料の
高圧水素ガス脆化

多大な労力と費用 → 限られたデータ数

未知の複雑現象 → 多数の影響因子

マテリアルDX耐水素高強度材料

マテリアル解析評価

高圧水素ガス中での
実証評価とメカニズム究明

（九州大，東北大，NIMS）

マテリアル創製

新奇ミクロ組織材料の
創製と先端解析

（NIMS，東北大）

マテリアル計算科学

仮想実験による
影響パラメータの究明

（大阪大）

データ科学

メカニズムに立脚した
予測モデルの構築

（NIMS）

期待される成果1
材料開発・材料選択に役立つ

耐水素特性の予測ツール

材料試作と評価

メカニズムに基づく
注目すべき素過程

の選択

影響関数の高度化

影響因子の明確化

期待される成果2
従来常識を超越する高強度
耐水素鋼の創製・探索指針

ミクロ～マクロレベルの
水素脆化メカニズム

原子～ナノレベルの
水素脆化メカニズム

材料組織学的観点からの
耐水素性発現メカニズム

ブラックボックスも容認
した予測の効率化

メカニズム
による裏付け

データ科学に基づく
ミクロ組織の改良

極限環境対応構造材料研究拠点 RISME 水素脆化課題（2022年度に本格開始）
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大気中の速度き
裂

進
展

速
度

da
/d

N

応力拡大係数範囲 ΔK

水素による
加速, f

水素圧力 負荷力学条件

化学成分

f = A [ tanh {B (log ΔK − log ΔKTR) +1} ]1/2

da/dN = C (ΔK)m • f (ΔK)

降伏応力

インプット：材料と使用条件

耐水素性とミクロ
組織の紐づけ

き裂進展特性DB
（既存＋新規マイニング）

アウトプット：疲労き裂進展特性

機械学習に
基づく評価

ミクロ組織写真

ベイズ統計解析
による支配因子
の予測

水素適合性判断
への活用

ミクロ破壊プロセス

素過程（原子シミュレーション）

破壊メカニズムの階層横断的理解

基本メカニズム

HELP HESIV HEDE

グレーボックス

熱処理条件

新奇ミクロ組織材料
の開発への活用

耐水素ミクロ組織DB
（既存＋新規構築）

 メカニズムとき裂進展特性の対応付け

 スモールデータに基づく予測システムの
信頼性担保

構築を目指す水素ガス中疲労き裂進展特性予測システム（RISMEでの取組み）
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サイクル数依存型 時間依存型

J-600C (σB = 838MPa) T-560C (σB = 947 MPa)

K-630C (σB = 824 MPa) T-550C (σB = 1127 MPa)

T-650C (σB = 875 MPa) T-600C (σB = 1002 MPa)

K-650C (σB = 903 MPa)

シンプルな質問（二択）
その材料の水素ガス中き裂進展は

サイクル数依存型?           耐水素性：良
or

時間依存型？ 耐水素性：悪

画像の機械学習による耐水素性の評価
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低合金鋼のSEM組織写真（500倍～50000倍，計204枚）による機械学習

■ サイクル依存型 ■ 時間依存型
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正答率と今後の課題

 HALCON（Deep Learning有り）の正答率：50回以上試行し，平均 約90%      
（最高96.6%）

 LOBE（Microsoft社のフリーソフト）では，平均 約80%

今後知りたいこと，やるべきこと

 コンピュータは何を見て判断している？（Heat Mapによる可視化など）

 メカニズムとの関連付け（疑似相関の排除）

 画像データの蓄積（多量化，多様化，最適化）

 他の因子（例：化学成分，機械的性質）の考慮と答えの複雑化

（例：き裂進展則パラメータとの関連付け） = 予測ツールの構築 Heat map
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ご清聴ありがとうございました．
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